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学校運営に関する計画 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む）

令和６年度全国学力・学習状況調査の結果

令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果

■結果の概要・取組の成果と課題
　開校初年度である令和6年度は２年生生徒の数が少なく、個人の結果
が及ぼす影響が大きいため、集団の傾向分析をすることが困難である。
　本校は運動部が総合スポーツ部のひとつのみで、休日の活動や対
外試合などを実施していないため、他校の中学生と比較すると、学
校において運動する機会は少ない。しかしながら、質問項目「運動や
スポーツをすることは好きですか」に肯定的な回答をした生徒は全国
平均と大きく変わらない結果となっている。このような状況を鑑み、
保健体育の授業を中心に、運動に対してさらに興味関心が高まるよ
うに導くのと同時に、生徒自らが学校外においても運動をしようとす
る姿勢を養っていく必要がある。
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　令和６年度は実施しておりません。

（中之島小中一貫校）
中之島中学校

教育目標

【学校教育目標】
　相互理解・協働・共創を通して持続可能な社会を担うグローバ
ル・シティズンシップを育む

【学校経営方針】
　本校は、多様な人々が協働する社会において、児童生徒が自分らし
い生き方を選択できる力を育む学習活動の充実をめざしています。
　未来を生きる子どもたちにとって、地球的な視野と思考をもとに多
様な背景をもつ人々と互いに尊重し、協力して課題解決にあたる力
は重要な資質・能力となってくると考えます。本校においては、そうし
た資質・能力をグローバル・シティズンシップととらえ、その資質・能
力を育む学習活動を計画的・系統的に実践していきます。
　そのために、ESD（Education for Sustainable Development：
持続可能な開発のための教育）の視点に立った学習指導の目標をふ
まえた教育活動を実践していきます。また、変化の激しい時代を生き
抜くためには、児童生徒が自分自身の生き方について考え、自ら取
捨選択できる力を育み、将来的な社会的・職業的自立を促す教育活
動が必須であることから、教育課程の策定にあたっては、キャリア教
育の視点を取り入れています。
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【安全・安心な教育の推進】
○小学校学力経年調査および年度末校内調査における「いじめは、
どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最
も肯定的な「そう思う」と回答する児童生徒の割合を小学校、中学
校ともに85％以上にする。
○小学校経年調査および年度末の校内調査における「学校に行くの
は楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答する児童生徒の割
合を小学校、中学校ともに86.5%以上にする。
○令和７年度末の校内児童生徒アンケート「将来の夢や目標を持っ
ている」の項目において、肯定的に回答する児童生徒の割合を小
学校88.5％以上、中学校62.5％以上にする。
○令和７年度末の校内児童生徒アンケート「他学年との活動で、自分
は役に立ってうれしかった経験がある」の項目において、肯定的に
回答する児童生徒の割合を小学校81.5％以上、中学校60.5%以
上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
○小学校学力経年調査および年度末校内調査における「学級の友
達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「当て
はまる」と回答する児童生徒の割合を小学校51%以上、中学校
39％以上にする。

○小学校学力経年調査および年度末校内調査における「運動（体を
動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、
最も肯定的な「好き」と回答する児童生徒の割合を小学校72.5％
以上、中学校56.5％以上にする。

○令和７年度末の校内児童生徒アンケート「楽しく英語を学習し、進
んで英語を話すことができている」の項目において、肯定的に回答
する児童生徒の割合を小学校88.5%以上、中学校69.5％以上に
する。
○令和７年度末の校内児童生徒アンケート「身の回りのできごと以
外（ニュースや世界で起こっていることなど）に関心がある」の項
目において、肯定的に回答する児童生徒の割合を小学校87%以
上、中学校79％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
○授業日において、児童生徒の８割以上が学習者用端末を活用した
日数が、年間授業日の40％以上にする。［ただし、事務局が定める
学校行事等ICT活用が適さない日数を除く］

○令和７年度末の校内児童生徒アンケート「日々の学校活動の中で
学習者用端末等を活用している」の項目において、「ほぼ毎日」と
回答する児童生徒の割合を90％以上にする。

○令和７年度末に教員の勤務時間の上限に関する基準を満たす教
職員の割合が、大阪市の平均を下回るようにする。

○年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を72.5％以上にする。
○令和７年度末の校内児童生徒アンケート「読書は好きですか」の項
目において、肯定的に回答する児童生徒の割合を小学校83.5％
以上、中学校64%以上にする。

【※詳細は学校ホームページをご覧ください】

学校施設の紹介～中之島小中一貫校の最新設備～
限られた敷地面積を最大限活用するため、校舎をコンパクトに建設し、屋外グラウンドの面積を極力広く確保するとと
もに、屋内には、体育館に加え、屋内グラウンド・屋上グラウンドなど多彩な運動スペースを確保しています。

【めざす学習者像】
互いのちがいを尊重し、対等な立場で積極的に関わる。（相互理解）
個々の力を発揮しながら、課題解決に向けて協力して取り組む。（協働）
多様な人々との対話を通して、新しい価値を生み出す。（共創）
発達段階に応じたアイデンティティを形成する。（自己理解）

大阪市立中之島中学校 検 索

正面玄関
大阪府立国際会議場や中之島を代表する大規模施設が立ち並ぶあみだ池筋に
正面玄関を設け、まちの雰囲気と調和した門構えを持つデザインとしています。

屋外グラウンド
1周100mのトラックが描かれています。夏場の暑さ対策と
して人工芝の下に温度抑制のゴムチップが入っています。

屋上グラウンド
校舎７階にあります。小学生用の
遊具や鉄棒、一輪車があります。

屋内グラウンド
雨天でも使用できるグラウンドで、
床はゴムチップウレタン仕様です。

多彩な運動スペース

　パソコン教室には高性能パソコンや独自の通信回線、３D
プリンタ等を整備し、探究的な学習、プログラミング学習や動
画制作など高いコンピュータ処理性能を必要とする学習にお
いて、児童生徒が主体的に取り組むことができます。図書室は
２階と３階それぞれのフロアがらせん階段でつながっていて、
明るく開放的なスペースになっています。

メディア・キューブ
　各階の共有部分にはワークスペースが設けられています。
様々なグループワーク用テーブルなどを設置することで、
学年の垣根を越えた活動が可能になっています。

ワークスペース

(上)　パソコン教室①
(右上)パソコン教室②
(右)　3階図書室


